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１．テーマ設定の背景

作業所の状況

１ 全線に渡り交通量の多い国道１号バイパスとの近接作業

２ 周囲に遮蔽物が全くなく、野洲川沿いの強風地帯のため

飛散養生対策が随時必要

３ 工程進捗に合わせて、迂回路の新設、 国道１号バイパス

の道路切替が必要

４ 型枠加工場及び材料置き場の移動が最低１回は必要



２．改善のプロセス

２）今回加わった条件
１ 移動が容易
２ 強風に対応出来るように堅固であること
３ 美観の追求
４ 従来と比較してコストに問題がないこと

１）前提条件
加工場の本来の機能
雨・直射日光を避けられて 台鋸等の電気工具が使用出来る

３）実施
２面を解放したユニットハウス３連棟を採用



４）形状の比較



５）コストの比較

条件 使用期間 １年移動回数 １回 規模 ３連棟（５．６１ｍ×６．９９ｍ）

結果 運搬費（組立・解体含む）が約１１万円コストダウンの要因

短期間（６ヶ月程度）のリースでは材料費が安価



実施状況



３．効果の確認 まとめ

①移動が容易 移動コストが安価

②工事の規模に応じて４連棟・５連棟の容易に拡張が可能

③夏期の熱中症、降雨時の作業環境の改善に有効

④資機材の整理整頓を徹底することで、美観もよく、より一層の
４S運動が可能

⑤公共工事の「イメージアップ」として計上できる

⑥多くの現場で適応可能であることも改善事例として提案する
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